第７回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年8月20日(火)　午前10時00分～午前11時16分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　川合保生　さとうゆみ
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　正木祥豊　　副議長　　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
（1）議長
（2）委員長
２　議題
（1）議会基本条例制定のための研究
（委員長）・　事前提出の「条例構成に必要とする項目」について意見を伺いたい。
（委　員）・　伊賀、栗山、日進市議会等の基本条例を参考にし、市民にも分かりやすい内
容となるよう項目を挙げた。「市民参画の機会の保障」「市民への情報公開」及
び「議員間討議」「議員報酬の決定手続き」については、特に必要と考える。
　　　　 ・　市民に分かりやすい表現にすることが重要と考える。
　　　　 ・　当市議会で現在行っている改革が後退しないよう、改革の具体的な内容を明
記した基本条例とすべき。また、災害時における議会の役割についても明記す
べき。
　　　　 ・　他市町を参考にすると、基本条例の項目等が似てくるため、当市議会の特色
として、どういった項目を入れるべきか考えた。「議員間討議」「通年議会」「議
会報告会」は、特に条例構成に必要な項目と考える。
（副委員長）・　議会改革のセミナーに参加した。議会は議案を審議し、決定する機関であり、
議会での決定事項を市民に伝える仕組みを基本条例の中に盛り込む必要があ
る。反問権は、基本条例に規定していても実際に行使された事例は少ない。議
員間討議は、議員が賛否の意見を述べるだけで譲歩がないのであれば、その効
果は少ない。議員報酬は、議員からの提案を専門家の意見を交えながら、第三
者機関に審議してもらうことも可能であるとのことだった。
（委員長）・　各委員が発表した内容に関して意見を伺いたい。
（委　員）ア　議員間討議
　　　　 　・　委員会では議案審査に基づき議案に対する賛否を表明した討議となる。し
かし、委員会審査前に行う場合は、賛否を表明すべきでないと思う。
　　　　 　・　自分の意見が正しいのか確認する方法とも考えられるので必要と思う。
　　　　 　・　犬山市議会では、議案質疑、委員会審査の前に全議員で行っている。他の
議員の意見を聞くよい機会と思う。
イ　通年議会
・　議会運営に大きな影響があるので、全議員で議論することが必要。
（議　長）・　議会基本条例制定は、市民を十分意識して進めてほしい。
（委員長）・　市民アンケート及びパブリックコメントに対する意見を伺いたい。
（委　員）・　市民の議会に対する意識に関してアンケートが必要と思う。
＜休憩　１０：５０＞
＜再開　１１：００＞
（委員長）・　休憩前に引き続き、市民アンケートについて意見を伺う。
（委　員）・　市民は、議会に何を期待しているのか聞くべき。
　　　　 ・　全市民対象に実施すると費用もかかるが、どうすべきか。
（委員長）・　１１月号の議会だよりに折り込み配布してはどうか。回答はFAX又は最寄
りの議員に渡すことでどうか。
（事務局）・　折り込み配布は費用がかかるため、議会だよりでアンケートを取りあげては
どうか。
（委員長）・　議員がポスティングする方法もあるが、意見を伺いたい。
（委　員）・　回答がFAXとメールでは、回収率が低くなるのではないか。返信用封筒を
同封してはどうか。
（委員長）・　議員がポスティングしている姿を市民に見てもらうことも大切。仮に回収率
が低かったとしても、そのことを現状として知るべき。
（議　長）・　返信費用は住民に負担してもらうべき。
（委　員）・　公共施設に回収箱を設置してはどうか。
（結　論）・　議会だより１１月号にアンケートを載せられるか、委員長から議会だより編
集特別委員長に相談する。アンケートの内容は次回検討とし、各自考えておく
こと（事前提出なし）。
・　本日提出の「条例構成に必要とする項目」については、集計し次回委員会で
報告するので、引き続き議論してほしい。
　　　　 ・　次回は８月29日（木）午前10時
